
コロナの温度は
100 万度？

太陽コロナの温度は 100 万度
と言われるが、実際には、様々な
温度のプラズマが常に同居している。
100 万度程度のそれなりに温かいところ、
200 万度を超えるような本当に熱いところ、さ
らに、巨大な太陽フレアが発生したときには 1000
万度以上の超高温プラズマが観測される。極端紫外線域
の太陽スペクトルはそのような多温度性を持ったコロナの
温度や運動を調べる上で必要不可欠なもの
である。
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特集　国立天文台、教育活動の今
National Astronomical Observatory of Japan　　　　　　2010 年 10月 1日　No.207

・天体名 /太陽

・観測装置 /「ひので」極端紫外線撮像分光装置（EIS）

・波長データ /極端紫外線

太陽コロナのスペクトル
●勝川行雄（ひので科学プロジェクト）
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図1　「ひので」EISによって観測された太陽コロナの極端紫外線スペ
クトルの一部。鉄イオンが放射する輝線が多数存在していることが分
かる。例えば、「Fe X」は電子が9個はぎとられた鉄イオン、「Fe XIII」
は電子が12個はぎとられた鉄イオンを示している。価数の異なるイオ
ンの輝線強度比からコロナの温度を求めることができる。さらに、輝
線の波長位置を詳しく調べることで、ドップラー効果によってコロナ
の運動速度を求めることもできる。

●国立天文台の大学院教育／サマーステューデント・プログラムの実施／台内セミナーの
活性化～台内セミナー情報の一括配信サービス・スタート！～／ふれあい天文学～小・中学
生向けの出前授業～
●琉球大学連携授業「天体観測を通して学ぶ宇宙」●すばる望遠鏡の教育プログラム「すば
る春の学校2010」報告●電波天文観測実習●「君が天文学者になる4日間in広島」と君天12
年の歴史●3例目の新メーザー天体検出！ 2010年の石垣島「美ら星研究体験隊」●夏休み
ジュニア天文教室の9年間●科学を文化として伝えられる人を養成したい！～科学文化形成
ユニットの活動～●「職員みんなの天文レクチャー」ますます大盛況！●三鷹市星と森と絵本
の家●国立天文台の教育活動のこれから

図2　極端紫外線の鉄イオ
ン輝線で作った太陽コロナ
の単色画像。各鉄イオンが
存在できる代表的な温度を
示してある。

　太陽の周囲に広がるコロナを地上から見るには、

太陽の円盤が完全に隠される皆既日食の時を待たな

いといけない。可視光線では太陽の表面があまりに

も明るく、希薄なコロナから来る弱い光を観測する

ことが難しいためである。太陽コロナを詳しく調べ

るには、可視光線よりもっと波長の短い紫外線や

エックス線で観測するのがよい。高温のコロナは波

長が短い光をたくさん放射するためである。しかし、

波長が短い紫外線やエックス線は地球大気を通って

くることができない。人工衛星によって宇宙から観

測する必要がある。

「ひので」に搭載された極端紫外線撮像分光装置

（EUV Imaging Spectrometer, EIS）は、太陽コロナ

が出すスペクトルを分光観測する装置である。極端

紫外線とは、紫外線の中でも波長の短い波長域のこ

とで、その波長域には100万度を超える高温プラズ

マが放射するスペクトル線が多数存在している。一

番多いのが鉄イオンが放射する輝線である。鉄は

原子番号26、つまり電子を26個もつことができる

元素である。高温なコロナの中では、電子がはがれ

て鉄イオンとして存在し、温度が高くなるほど、は

ぎとられる電子の数が多くなる。どの鉄イオンが輝

線を放射しているかを調べることで、コロナの温度

を知ることができる。
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NAOJ NEWS
国立天文台ニュース
C O N T E N T S

国立天文台カレンダー

● 3日（金）科学文化形成ユニット受講生修了
証書授与式

● 6日（月）～10日（金）第7回東洋天文学史
国際会議

● 8日（水）～10日（金）第30回天文学に関す
る技術シンポジウム（長野県木曽福島）／総 
合研究大学院大学物理科学研究科専攻長会議

● 10日（金）運営会議
● 11日（土）～10月10日（日）第2回東京

国際科学フェスティバル
● 11日（土）～10月11日（月・祝）第1回

国際科学映像祭
● 13日（月）電波専門委員会
● 18日（土）アストロノミー・パブ
● 22日（ 水 ） ～24日（ 金 ） 日 本 天 文 学 会

2010年秋季年会（金沢大学）

● 7日（木）第5期2010年度後期第1回「職
員みんなの天文レクチャー」

● 8日（金）岡山天体物理観測所50周年記念
式典

● 10日（日）自然科学研究機構シンポジウム
（一橋記念講堂）

● 12日（火）天文情報専門委員会
● 16日（土）アストロノミー・パブ
● 18日（月）光赤外専門委員会
● 20日（水）総合研究大学院大学物理科学研

究科専攻長会議
● 22日（金）～23日（土）三鷹・星と宇宙の日
● 26日（火）教授会議／科学記者のための天

文学レクチャー
● 27日（水）先端技術専門委員会
● 28日（木）～31日（日）宙博2010（科学

技術館）
● 29日（金）研究交流委員会

● 2日（火）光赤外専門委員会／電波専門委員会
● 6日（土）岡山天体物理観測所秋の観望会
● 9日（火）太陽天体プラズマ専門委員会
● 10日（水）平成22年度普通救命講習
● 16日（火）第五期2010年度後期第2回「職

員みんなの天文レクチャー」
● 17日（水）総合研究大学院大学物理科学研

究科専攻長会議
● 20日（土）アストロノミー・パブ
● 21日（日）サイエンスアゴラ2010「国立天

文台講演会」（東京国際交流館）／すばる望
遠鏡公開講演会2010（慶応大学日吉キャン
パス）／スターアイランド2010（VERA小
笠原観測局特別公開）

● 22日（月）～24日（水）第6回天文学の普及
をめざすワークショップ(宇宙科学研究所)

● 26日（金）運営会議
● 30日（火）研究計画委員会／天文データ専

門委員会

2010 年 9 月 2010 年 10 月 2010 年 11 月

菊の花弁を散らして勇者ペルセウス、見参！
イラスト／石川直美

表紙画像
国立天文台のさまざまな教育活動のようす。

背景星図（千葉市立郷土博物館）
渦巻銀河 M81 画像（すばる望遠鏡）
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● 表紙
● 国立天文台カレンダー

特集 国立天文台、教育活動の今
Ⅰ 教育トピックス ――有本信雄（大学院教育委員長）

1. 国立天文台の大学院教育
2. サマースチューデント・プログラムの実施
3. 台内セミナーの活性化 ～台内セミナー情報の一括配信サービス・スタート！～

4. ふれあい天文学 ～小・中学生向けの出前授業～

Ⅱ おしらせ（さまざまな教育活動の報告・紹介）

● 琉球大学連携授業「天体観測を通して学ぶ宇宙」
● すばる望遠鏡の教育プログラム「すばる春の学校2010」報告
● 電波天文観測実習
● 「君が天文学者になる4日間in広島」と君天12年の歴史
● 3例目の新メーザー天体検出！ 2010年の石垣島「美ら星研究体験隊」
● 夏休みジュニア天文教室の9年間
● 科学を文化として伝えられる人を養成したい！～科学文化形成ユニットの活動～

● 「職員みんなの天文レクチャー」ますます大盛況！
● 三鷹市星と森と絵本の家
● 国立天文台の教育活動のこれから

連載 Bienvenido a ALMA！ 05回
踊る「いざよい」――小杉城治（ALMA-Jコンピューティングチーム）

New STAFF
Guest to NAOJ

● 編集後記
● 次号予告

シリーズ 分光宇宙アルバム07
太陽コロナのスペクトル――勝川行雄（ひので科学プロジェクト）
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教 育 ト ピ ッ ク ス

有本信雄
（大学院教育委員長）

●発端
　国立天文台の組織がプロジェクト制に移
行してから数年が経過しました。プロジェ
クト制にはプロジェクトに直結した予算の
分配や、人員の配置を迅速かつ有効にでき
る等のメリットもありますが、弊害もでて
きていると思われます。特に縦割り体制の
強化の結果、プロジェクト間の連携が弱ま
り、組織横断的な研究の推進はもとより、そ
もそも研究活動自体が手薄になっている感
が否めません。
　また、総研大天文科学専攻では5年一貫
制を開始しましたが、プロジェクトを本務
とする教員が何とか時間を捻出して片手間
で運営しているのが実態で、国立天文台と
して次世代の天文学者を育てる体制になっ
ているとは言えません。そこで、国立天文
台で行われている研究・教育活動を支援し、
台外や国外との連携を図りながら、分野間
の連携活動（例えば、ALMAとすばる）を
企画し、実行していく、分野・プロジェク
トを横断する教育・研究センター的な組織
を設けるべきではないかと考えています。
このような組織が国立天文台における総研
大、東京大学、その他の連携大学院の大学
院生の教育にも責任を持ち、組織的で系統
的な教育を企画し、実現していく必要があ
ります。以上のような問題意識のもとで、
平成21年の7月に数名の者が教育研究連
携室（Centre for Organized Research and 
Education, CORE）構想を想起し、国立天
文台における研究・教育に高い関心をお持
ちの方々にご意見を伺い、検討して戴いた
結果、とにかく始めてみたら良かろうとい
うことになりました。そこで、まずは国立
天文台大学院教育委員会に教育研究連携準
備室を立
ち上げて、
本年度か
らその活
動を全面
的に開始
しました。

●活動目標
　以下にCOREの活動目標を挙げます。

　これらの事業のうち、いくつか
は既に実施されています。その

うち、大学院教育改革推
進プログラム、サマース
チューデント、台内セミ
ナー情報配信、談話会の
活性化、ふれあい天文学
について、4ページ以降
で、詳しくご紹介します。

●実施の手ごたえと今後の展望
　これまでに国立天文台の多くの教員の
方々にCOREの事業に対してご協力をお願
いして参りましたが、どなたも事業の趣旨
に賛同してくださり、積極的に参加して戴
きました。多くの方が同じような危機感を
共有しているのでしょう。ですから、この
COREの活動はきっと実を結ぶと感じてい
ます。
　今後、COREは天文科学専攻の教育を強
化することを最優先にして活動していきま
す。さらに、国立天文台で国際研究集会を
毎年開催する環境を整えること、談話会の
より抜本的な強化、客員教員制度や滞在型

研究員制度の見直し、
他大学院・大学への
出張授業の複数年度
に渡る制度化などを
行います。「ふれあい
天文学」は、より広
い地域の小中学校を
対象に、さらに可能
ならば高校にも拡大
する予定です。また、

国立天文台一般枠研究員の主な受け入れ先
となり、優れた若手研究者が世界中から集
まる研究組織を作り上げたいと考えていま
す。いずれも地味な活動ですが、実績を積
み重ね、将来は教育研究連携センターとし
て、国立天文台の多数の研究者が参加する
組織となることを目指しています。

 国立天文台、教育活動の今

図3　CORE構想の概念図。

●国立天文台は、多数の教員と少数の大学院生
という優れた教育環境を有しているにもかか
わらず、それを生かし切れていません。そこで、
COREの最初の取り組みとして、学生の個に即
した（カスタマイズした）教育プログラムを作
成することを目指し、教育委員会と連携してで
きるだけ早期に実施したいと考えています。こ
のようなテーラーメイド教育は、既に韓国の
UST（University for Science and Technology）
で実施され、成功を収めています。

●総研大物理科学研究科の大学院教育改革推進
プログラムを推進します。

●国立天文台での研究活動を活発にするために、
著名なビジターや優秀な
若手研究者を招聘します。

●ALMA－すばるサイエ
ンス連携ワークショップ
をALMA推進室とすばる
小委員会と合同で企画・
開催します。

●談話会を活性化するた
めに、長期的な招聘プロ
グラムを作成し、広く国
内外から講演者を招聘し
ます。

●台内では数多くのセミナー・コロキウムが行
われています。セミナーの案内を毎週一括して
行い、台内の研究交流を促進します。

●全国の大学・大学院に天文学の出張講義を行
います。総研大の教員が学部学生と接触するこ
とは、天文科学専攻に優秀な学生を確保するこ
とにつながるでしょう。

●全国の小中学校への天文学者の宅配（ふれあ
い天文学）を、国立天文台の天文学
振興募金の事業として行います。

図1　COREの定例ミーティング。

図2　大学院教育支援室も協力して教育研究連携準
備室がスタート。

国立天文台の教育活動と
教育研究連携室構想
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国立天文台の大学院教育
総研大天文科学専攻の基盤教育と他のさまざまな大学院との連携協力の 2 本立て。

●国立天文台における大学院教育の現状
　国立天文台は、総合研究大学院大学（総
研大）の物理科学研究科天文科学専攻の基
盤教育に加え、諸大学の大学院生を受け入
れて、幅広い研究指導を行っています。
　国立天文台に所属する教授・准教授・助教
の大多数は、総研大の教員となっています
が、一部の教員はこれまでの経緯から、東
京大学大学院理学系研究科天文学専攻の併
任となっています。このために、国立天文
台での研究指導を希望する学生が、東京大
学の大学院生として、あるいは総研大の大
学院生として、同一の教員の指導を受ける
ことができるという状況にありました。こ
の様な状況は受験生にも教育の現場にも混
乱を生じ、また、大学院としてのあるべき
姿とは言い難く、早期に解消する必要があ
ります。加えて、総研大学長からも東京大
学との関係を正常な状態に移行する様、強
く求められていました。
　大学院教育委員会ではこの問題を解決す
るために、東京大学側と交渉を行い、東京
大学天文学専攻の併任教員は、総研大の主
任指導教員にはなれないことで合意しまし
た。これは東京大学の併任教員は総研大の
大学院生の博士論文の直接的な指導はでき
ないことを意味します。このことは本年度
の総研大の募集要項にも明記いたしました。
さらに、ある特定の教授・准教授が長期間
に渡って東京大学の併任教員であることの
弊害を除くために、併任の入れ替えを進め
ています。また、新たに併任となった教員
の任期も5年を目安とする、ただし、併任
を解かれたときに指導する大学院生がある
場合には、特別研究員として国立天文台で
受託して指導ができるとしました。このよ
うにすることで、総研大と東京大学の研究
指導を明確に区別することができます。ま
た、天文台の教員の多くが総研大と東京大
学の学生を指導する機会を持つことにもな
り、次世代の天文学を担う人材の教育に国
立天文台の人的資源を有効に活用すること
ができるでしょう。
●大学院教育の中で総研大のコース別教育
プログラム
　総研大物理科学研究科は、日本学術振興
会の組織的な大学院改革推進プログラムの
支援を得て、「研究力と適性を磨くコース別
教育プログラム」を平成21年9月から始め
ています。これに伴い、天文科学専攻の教

育体系は大幅に改革されまし
た。このプログラムでは物理
科学の学問分野において高度
の専門的資質とともに幅広い
視野と国際的通用性を備えた、
社会のニーズに応えられる研
究者の育成を目指した教育を
行っています。学生の研究力
と適性を磨き、研究者として
必要とされる総合力、専門力、
企画力、開発力、国際性など
を身に付けることを目的とし
ています。そのため、博士前
期課程における大学院基礎教
育を充実させ、博士後期課程
においてはコース別教育プログラムを実施
しています。
●博士前期課程
　博士前期課程においては、英語教育（英
語によるプレゼンテーション、科学英語演
習）と「科学と社会」をテーマとした総合
科学教育を行い、同時に天文学に関連した
基礎物理科学の講義のe-ラーニング化を進
めています。また、幅広い視野を身につけ
させるために、3つの研究室でそれぞれ1か
月程度研究に参加するラボ・ローテーショ
ンを実施し、博士課程後期で選択するコー
ス別教育のための準備を行っています。平
成22年度は天文科学専攻の学生1名が宇宙
研で、また、宇宙科学専攻の学生2名が国
立天文台の三鷹と野辺山キャンパスでイン
ターンを行いました。
●博士後期課程
　博士後期課程においては、以下の4つの
コース別教育プログラムを実施し、学生が
将来のキャリアパスの実現に向けた取り組
みを積極的に行うことができるように指導
しています。

　また、いずれのコースにおいても、基礎
力や総合力とともに、専門力や企画・マネ
ジメント力あるいは開発力を持った、社会
に求められる高度な人材を育成することを
目的としています。
　平成22年度は天文科学専攻は3名が対
象となり、うち、1名が基本コース、2名
が先端研究指向コースに進学しました。先
端コースの学生はいずれも海外の研究者に
指導を受ける予定です。国立天文台では多
くの大規模プロジェクトが進められていま
すし、企業との連携もなされていますから、
将来はプロジェクト研究指向コースや開発
研究指向コースに進学する学生が現れるこ
とを期待しています。

図1　研究力と適正を磨くコース別教育プログラム概念図。

図2　総研大の入試ガイダンスとセットになった特
別公開講演会のポスター。

1

（ⅰ）基本コースでは、従来の大学院博士課程の
教育を継承し、専門分野の習得とともに基礎学
力の向上を図り、広い視野を持つ研究者を育成
します。（ⅱ）先端研究指向コースでは、主任
指導教員と副指導教員の他に外部（国内外）の
研究者を外部副研究指導者として加え、先端的
な研究の専門分野を徹底的に探求します。（ⅲ）
プロジェクト研究指向コースでは、大規模プロ
ジェクトを企画・推進する能力を持ち、大規模
プロジェクトのリーダーとなり得る研究者を
育成します。（ⅳ）開発研究指向コースでは、企
業等で開発研究を主導している研究者を副研
究指導者として加え、単なる技術的興味による
基礎研究ではなく、製品の市場や製造現場を理

解して、技術開発する企画推進能力を持った研
究者を育成します。
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サマーステューデント・プログラムの実施
今年からスタートした総研大による学部学生向きの新プログラム。略称“サマステ”とは？

教 育 ト ピ ッ ク ス

　この夏休みに、普段は見慣れない学部の
学生がうろうろしていたのに気が付いた方
も多いことでしょう。これは「研究力と適
性を磨くコース別教育プログラム」の一環
として実施した、学部学生に国立天文台の
教育・研究指導を体験してもらう「夏の体
験入学」、題して国立天文台・総研大天文
科学専攻サマーステューデント・プログラ
ムに参加した学生たちです。大学理系学部
2年もしくは3年に在学する、天文学研究
に強い意欲を持つ学生を対象とし、夏休み
の期間（2 ～ 4週間）、国立天文台に滞在
し、指導教員に付いて研究を行うという取
り組みです。天文学研究に強い意欲のある
学生に研究の機会を与えることにより、将
来、天文学研究を志向する人材を育成する
ことを目的としました。
　場所は、国立天文台の三鷹、野辺山、水沢、
ハワイのいずれか1つのキャンパスに滞在
して研究を行うとともに、国立天文台三鷹
キャンパスで開催する合同発表会に参加し、

成果発表を行ってもらいま
した。サマーステューデン
トには、宿泊場所（キャン
パス内を予定）を提供し、
所属大学からの旅費と宿泊
施設の滞在費を援助すると
ともに、国立天文台内に研
究場所を確保し、必要な研
究設備を利用することがで
きる、という至れり尽くせ
りのプログラムです。簡単
に言うと、夏休み1か月間、
ハワイにタダで行けるわけ
です。実際、ハワイに行け
るというのは魅力的らしく、
多数の応募がありました。
　指導を希望する教員には
研究指導内容のシラバスを
提出してもらい、それをも
とに学生に研究指導を希望
する教員名を書いてもらい
ました。シラバスがうまい
教員に学生が殺到したのは
言うまでもありません。非
常に優秀な学生が集まった
というのが私たちの印象で
す。成果発表の内容はどの
学生も素晴らしく、ぜひと
も総研大に進学して欲しい

（心の声）ものです。日頃学
部学生との接触の機会の少
ない教員にも大好評でした。
サマーステューデント、略
して「サマステ」! 　“夏休
みを捨てて”参加した学生
にとっても充実した体験で
あったろうと思います。

図1　“サマステ”のポスター。

図2　①サマステの締めは成果報告会。②サマステ第一期の参加者。③サ
マステ第二期の参加者。④成果報告会の質疑応答も真剣勝負。

2

氏名 テーマ 受入教員

木村竜治（愛媛大学） 銀河考古学－すばる望遠鏡による渦状銀河Ｍ 33 の研究 有本信雄（光赤外研究部）

川井大輔（京都大学） ニュートリノ・重力波天文学のターゲットとしての高密度爆発天体の理論的解明 固武 慶（理論研究部）

寺田卓馬（東京工業大学） 星誕生の謎に迫ろう 中村文隆（理論研究部）

中坊孝司（神戸大学） 「ひので」で探る太陽輻射変動の起源 勝川行雄（ひので科学プロジェクト）

吉田 光（中央大学） 微弱な電波を検出しよう 野口 卓（先端技術センター）ほか

天野拓実（東京理科大学） 磁気流体力学のシミュレーション 富阪幸治（理論研究部）

泉 拓磨（東京大学） 太陽活動領域のエネルギー収支 渡邊鉄哉（太陽天体プラズマ研究部）

石見 涼（新潟大学） すばる望遠鏡における観測天文学の Hand-on プログラム 臼田知史（ハワイ観測所）ほか

岡アキラ（神戸大学） 太陽活動と宇宙天気 柴﨑清登（太陽天体プラズマ研究部）

札本佳伸（京都大学） VLBI 観測による銀河系構造の研究 本間希樹（水沢 VLBI 観測所）

表1　サマーステューデント参加者一覧。

①

②

③

④
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　国立天文台では数多くのセミナーやコロ
キウムが日々開かれています。けれども、
プロジェクト制の組織であるために、セミ
ナーはそれぞれのプロジェクトの内部で閉
じてしまい、外部の者にとってはどのよう
なセミナーが行われているかを知ることが
難しいのが実情です。そこで、教育研究連携
室ではセミナーを通じてプロジェクト間の
連携を促進するために、翌週開催される各
セミナーの案内を毎週末にとりまとめ、台
内セミナーの情報の一括配信サービスを開
始しました。これは各セミナーの担当者か
ら、セミナー名と日時、場所、講演者、タ
イトル、講演要旨などを送ってもらい、そ
れを一括して電子メールで配信し、ウエッ
ブに載せるというものですが、わずかな労
力で台内で行われている様々なセミナーの

情報を得ることができ、外国からの著名な
研究者のセミナーも見逃さずにすむという
優れたシステムです。誰もが思いつくこと
ですが、それを実行するとなると、責任を
もって配信を行う組織が必要であり、教育
研究連携室はそれに最適であると自負して
います。
　台内セミナー情報配信システムで紹介さ
れているセミナー・コロキウムは、Galaxy 
Workshop Subaru、総研大コロキウム、理
論コロキウム、VLBIコロキウム、EA-ARC
セミナー、太陽系小天体セミナー、高エネ
ルギーセミナー、HDSセミナー、国立天文
台談話会、国立天文台野辺山談話会などで
す（表1）。これから、さらに登録するセミ
ナー数が増えるようにと期待しています。
　当初はメールのみによる配信でしたが、

現在ではウェブで誰でも閲覧が可能となり
ました（ http：//guas-astronomy.jp/naoj-
semi/ 図2）。国立天文台のみならず、周辺
の大学の研究者・学生にも利用して戴いて
いるようです。

セミナー名 内容 曜日・時間 キャンパス・会場 世話人 備考
太陽系小天体セミ
ナー

太陽系小天体（彗星、小惑星、流星など）について
の新着論文紹介、各自の研究進捗状況報告、観測の
計画立案などを行います。本セミナーは英語で行っ
ています。

月曜
13:30 ～ 15:00

三 鷹・ 南 研 究 棟 2
階会議室

渡部潤一（天文情
報センター）

南研究棟 2 階会議室

EA-ARC セミナー ALMA 推進室 EA-ARC （東アジア ALMA 地域セン
ター）の有志を中心としてサイエンスを議論し、特
に ALMA での ES（Early Science）や、さらにそ
の先のサイエンスを考える上で有意義な場にできれ
ばと考えています。

火曜
15:30 ～ 17:30
不特定（随時ご
連絡します）

三鷹 安井千香子・西合
一矢（ALMA）

ご要望次第では、テレビ
参加可能です。

図1　国立天文台セミナー情報のwebページ。

台内セミナーの活性化 ～台内セミナー情報の一括配信サービス・スタート！～
これは便利！ 国立天文台の諸セミナーを一括してお知らせする情報サービスが登場！3

“サマステ” した学生さんの声

★泉 拓磨さん
私は大学院進学前に少しでも色んな分野のことを経験しておこ
うと思い、今回サマーステューデント企画に参加しました。太
陽の研究を３週間行ったのですが、想像していたよりもずっと
中身の濃い経験をすることができ、とても満足しています。研
究体験ができたのはもちろんですが、この企画を通して天文学

を志すたくさんの人々と知り合えたことも大きな成果だと思います。この
経験をこれからの学生生活に活かすと共に、今後も今回始めた研究を継続
して進めたいと思います。

★中坊孝司さん
今回サマーステューデントに参加して、大学院で研究すること、
研究者として研究することについて、参加する前に比べてかな
り具体的にイメージすることができるようになりました。この
プログラムは 3 週間という長い期間を費やす必要があります
が、研究することの楽しさと難しさ、両方の側面を体験できま

す。大学院に行こうか迷っている人や、修士課程の後の進路に迷っている
人は是非参加するべきだと思います。

★札本佳伸さん
私はこのたび、本間希樹先生の下で VERA の最新のデータを
もとに研究体験をさせていただきました。サマーステューデン
トプログラムでは他の公募実習よりも長い期間、また多くの選
択肢の中からテーマを選んで応募出来るということが魅力的で
した。学部生で専門を決める前という時期に、総研大に来ない

と触れられないものを体験でき、また普段と異なる雰囲気、環境の中で過
ごせたことは非常にこれからの自らの糧となる貴重な体験でした。今回、あ
まり知識がなくとも私のレベルに合わせて内容を考えてくださった先生や、
その他お世話になった方々、本当にありがとうございました。

★臼田知史さん、大屋 真さん、早野 裕さん（ハワイ観測所）
すばる望遠鏡のあるハワイという特殊性を生かして、望遠鏡や補償光学装
置について、ただ学ぶだけでなく、実際に手を動かしてみることに主眼を
置きました。海外での一人暮らし、標高 4200m での作業、口頭発表など初
めて尽くしの中で、難しい課題に積極的に取り組んでくれました。我々も
初めての経験で、結果的には 4 週間では消化しきれなかったという反省点
もありますが、世界最先端の装置開発の一部を体験できたことは学生にとっ
て貴重な経験になったと思います。

★固武 慶さん（理論研究部）
「天体現象の謎を解決していく楽しさ、またそれを発表して共感してもらう
楽しさ」を味わってもらうべく、今年のサマープログラムを進めていきま
した。私自身、どこまでこのメッセージ伝えられたか覚束なかったのですが、
最後の成果発表会を聞いてかなり安心することができました。来年以降も

（ずっと！）このプログラムが続いていくと思いますが、今年度は良いスター
トラインが切れたのでは……と感じております。

★柴崎清登さん（太陽天体プラズマ研究部）
大学生に科学研究の経験をする機会を与えるというプログラムについては
以前より観測所単独でも実施したいと考えていました。「太陽活動と宇宙天
気」というテーマが採用され、しかも優秀な学生さんが応募してくれて実
施することができました。9 月 15 日の発表の際に本人から、「研究は勉強
と違うことがわかった」という発言があったので、このプログラムの主目
的は達成されたと思っています。今後もこのプログラムが継続するととも
に、受講者が太陽の研究を目指すことを希望します。

“サマステ” した講師の声
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表1　配信サービスに登録されている国立天文台の定例セミナー一覧（2010年10月現在）

教 育 ト ピ ッ ク ス

開催日 講演者 タイトル

6 月 21 日（月） Tim de Zeeuw（ESO Director General）図 2 ESO and the E-ELT

7 月 2 日（金） Bradley S. Meyer（Clemson University, USA） Presolar Grains and Galactic Mergers

7 月 9 日（金） Jean Souchay（Paris Observatory, France） Personal activities at Paris Observatory in Astrometry, Celestial 
Mechanics and D'Alembert astronomical works 

7 月 13 日（火） James S. Ulvestad（National Science Foundation, 
USA）

The Next Decade of Ground-Based Astronomy in the US

7 月 23 日（金） 加藤成晃（宇宙科学研究所） 円盤振動と放射から探る銀河系中心ブラックホールの自転速度

8 月 27 日（金） 松井孝典（千葉工業大学） タイタン大気の起源と進化

9 月 3 日（金） 川口淳一郎（宇宙科学研究所）図 3 はやぶさ探査機の帰還と試料カプセルの再突入、回収について

9 月 10 日（金） 佐々木晶 （国立天文台） 「かぐや」が明らかにした月の世界

9 月 17 日（金） 永山國昭（岡崎統合バイオサイエンスセンター） 位相差電子顕微鏡用無帯電位相板開発史

9 月 30 日（木） Hu Zhan（National Astronomical Observatories of 
China）

Science Opportunities with the Large Synoptic Survey Telescope

10 月 1 日（金） 戸谷友則（京都大学理学系研究科） すばる FMOS で探るダークエネルギー

10 月 8 日（金） 宗宮健太郎（早稲田大学高等研究所） マクロな物体の量子的ふるまいを見る

表2　国立天文台談話会（NAOJ Seminar）開催リスト（2010年6月後半～10月前半）

談話会 （NAOJ Seminar） の活性化

国立天文台では多くのセミナーが行われ
ていますが、全台を代表するセミナーが

「国立天文台談話会（NAOJ Seminar）」
です。ここ最近、世話人（家正則さん）
と協力スタッフの活躍で、国内外から話
題性のあるたくさんのゲスト講演者が登
場しています。教育研究連携室でも、こ
の動きを強く支援していきたいと思って
います。

総研大コロキウム 総研大の学生が毎週一人ずつ研究発表を行います。
総研大生の必修科目です。

水曜
10:30 ～ 12:00

（11:30 頃 に 終
わることが多い）

三鷹・中央棟（北）
1 階 講義室

伊藤紘子・澁谷隆
俊（光赤外研究部）

野辺山、ハワイ、水沢、
岡山から TV 会議で参加
可能。

理論コロキウム 理論研究部主催の定例セミナー。台内・台外を問わ
ず広く発表者を募集し、最新の話題を提供していた
だきます。

水曜
14:00 ～

三鷹・コスモス会
館会議室

町田正博（理論研
究部）

Galaxy Workshop 
Subaru

銀河天文学とその境界領域（星や星形成）をテーマ
とした、最近の成果のレビューまたは研究発表。光
赤外が中心ですが、電波や理論の発表や参加者も多
いです。

およそ隔週の水
曜（月 2 回程度）
16:00 ～ 17:00

三鷹・すばる棟 1F
院生セミナー室

児玉忠恭・小林正
和（ハワイ観測所、
光赤外研究部）

国立天文台野辺山 
談話会

最新の研究成果から、一般的なトピックまで幅広く
扱います。

水曜
16:00 ～ 17:00

野 辺 山・ 水 沢・ 岡
山・ハワイ・その他・
野辺山宇宙電波観
測所輪講室

高橋茂・小野寺幸
子・柴崎清登（野
辺山宇宙電波観測
所）

テレビ参加可

高エネルギーセミ
ナー

超新星爆発、ガンマ線バースト、粒子加速などの高
エネルギー天体現象について、台内外よりゲストを
招いて議論します。

木曜
13:30 ～ 14:30

三鷹・中央棟（南）
3 階セミナー室

中村航（理論研究
部）

HDS セミナー 可視光高分散分光に関連するテーマについて、台内
外の講演者に研究発表やレビューなどをしていただ
き、議論します。

およそ隔週の木
曜 15:00 ～

三 鷹・ す ば る 棟 2
階 TV 会議室

伊藤紘子 北大、京大、東海大、岡
山 な ど と TV 会 議 で 接
続。最大 8 局まで接続可。
TV 会議による講演もあ
ります。

Solar and Space 
P l a s m a （ S S P ） 
Seminar

台内外から講演者を招き、太陽・天体プラズマ現象
に関する最新の成果・トピックスについて講演して
頂くセミナーです。

金曜
15:00 ～ 16:00

三鷹・すばる棟セ
ミナー室

政田洋平（ひので
科 学 プ ロ ジ ェ ク
ト）

赤外ゼミ 赤外線観測に係る諸天文現象を発表形式で扱うセミ
ナーです。論文紹介でも研究発表でも構いません。
天体にはこだわっていませんが、惑星や星形成に関
するものが多いです。

（日本）金曜
10:00 ～ 12:00

（ハワイ）木曜
15:00 ～ 17:00
変則日あり

三鷹・すばる棟テ
レビ会議室／ヒロ
テレビ会議室

高橋安大（総研大） テレビ会議を通じて、京
都大学など他大学とも合
同で行っています。

国立天文台談話会
（NAOJ Seminar）

天文学あるいは周辺分野に関する話題についての講
演です。

金曜（不定期）
16:00 ～ 17:00

三鷹・コスモス会
館会議室

高橋竜太郎（重力
波プロジェクト推
進室）

通常 TV 接続は行ってい
ません。

図2　6月21日のTim de Zeeuwさんの講演。 図3　9月3日の川口さんの講演。ホットな話題に会場は
満員。
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教 育 ト ピ ッ ク ス

　2006年に、天文台の先生方10名近くに
お願いして、三鷹市内の小学校で天文学の
授業を行って戴いたことがあります。せっ
かく地元に天文台があるのですから、子ど
もたちに生身の天文学者を見てほしかった
からです。幸いにもこの企画は好評で、子
どもたちは天文学者をいつでも大歓迎して

くれます。そんなに喜んでくれるのなら、
いっそのこと全国の小中学校の子どもたち
を対象にやってみたい。そういう思いから
始まったのが、この「ふれあい天文学」で
す。キャッチフレーズは「あなたの教室に
天文学者を届けます！」。
　この企画は、国立天文台の天文学振興募
金の事業として、小学校の上級生から中学
生を対象に、天文学の普及講演・授業を行
うというものです。全国の子どもたちには
なかなか天文学者の授業を直接受けるとい
う機会がありません。天文学の研究成果の
社会への普及、社会との連携という意味で
も意義のある取り組みですから、ぜひ協力
して下さいと言って、天文台の先生方を口
説き落としました。
　今年度の下半期に実施するべく1年近く
準備を重ね、夏休み明けにウエッブリリー
スを行い、国立天文台のHPで希望を募り
ました。講師の旅費は天文台が支給します
ので、実施校の負担はなし。幸いにも朝日
新聞他でも取り上げられ、全国の小中学校

44校が応募してくれました。その内訳は、
東北3校、関東2校、東京19校、中部9校、
関西5校、中国4校、四国1校、九州・沖縄
1校です。応募してきた学校の中には、病
弱の子どもたちが寄宿舎生活をしていると
ころや、なんと全学年600名に受けさせた
いという中学校など、さまざまです。これ
に三鷹市内の小中学校22校を加えて、合計
66校でふれあい天文学が始まります。
　授業の内容は先生方にお任せすることに
しましたが、学校で習っていることに拘ら
ず、天文学者の雰囲気を伝えてくれとお願
いしてあります。子どもたちの質問にも答
える時間を取ってもらい、全国から集まっ
た質問に天文学者が答えるという小冊子の
出版も考えています。また、初年度は小中
学生を対象としますが、事業が円滑に進み
だしたら高校への出前授業を行うことも視
野に入れています。さてさて、日本全国に
旅立つ天文学者たちが子どもたちとどんな
出会いをするのか、いまから反響を楽しみ
にしています。

図2　今回応募いただいた学校の数と予定受講者数の総計を地域別に示しました。

図1　ふれあい天文学の募集webページ（ http://
guas-astronomy.jp/delivery/ ）。

ふれあい天文学 ～小・中学生向けの出前授業～
国立天文台の研究者が全国を飛び回り、未来の天文学者の卵たちに宇宙の魅力を伝えます！4

●ふれあい天文学のメニュー
国立天文台から、幅広い分野の第一線の研究者 30 名近く
が、各々全国の学校へ「ふれあい天文学」をお届けします。
講演タイトルをいくつか挙げてみると…「宇宙の果ての話」

「すばる望遠鏡の視力をアップする」「ガリレオと望遠鏡に
よる天体観測」「星の一生、銀河の一生」「冥王星はなぜ惑
星からはずされたのか？」「宇宙の重さをはかる」「月のな
ぞと「かぐや」の成果」「電波望遠鏡で探る宇宙」「VERA
による銀河系の立体地図作り」「太陽と月の動き」「第 2
の地球を探そう」「太陽系の起源」「太陽はどんな星？」「星
はどうして輝くのか」「星（太陽）の一生」「地球温暖化と
惑星移住」などなど盛りだくさんです。

東北

3校 294人

関東

2校 791人

東京（三鷹市除く）

19校 1791人

東京（三鷹市）

22校

中部

9校 1051人

関西

5校 554人

中国

4校 423人

四国

1校 55人

九州・沖縄

1校 144人



　琉球大学と国立天文台が連携して行う
授業「天体観測を通して学ぶ宇宙」が昨
年に引き続き今年も開催されました。こ
の連携授業は、国立天文台が石垣島に有
するVERAの電波望遠鏡および石垣島天
文台のむりかぶし望遠鏡を有効に活用し、
地元沖縄県の総合大学である琉球大学の
学生にも最新の天文学を学ぶ機会を提供
しようとするものです。2009年に国立
天文台と琉球大学の間でこの活動に関す
る協定が結ばれ、今年度は2年目を迎え
ています。
　この授業は琉球大学千原キャンパスで
の講義（4日間、計8コマ）と、石垣島
での観測実習（3泊4日）からなり、特
に後者が国立天文台との連携を生かした
この講義の特徴です。琉球大学の理学部
には観測天文学を専門とする先生がいな
いため、学生が宇宙を学ぶチャンスは限
られています。しかし、琉大の先生方に
よると、天文学に興味を持った学生は潜
在的にかなりいるようです。実際、この
連携授業は定員30名に対して2倍程度の
応募があり、志望動機を述べた作文など
を元に参加者を選別しています。参加者
の顔触れは、約半分が理学部、工学部な
どの理系学科で、残りは法文学科や観光
産業学科などの文系の学生もいて、幅広
い学科からこの授業が注目を集めている
こともうかがえます。
　この連携授業では8月17日～ 20日
にかけてまず講義が琉球大学にて行わ
れ、毎日2コマの講義が4日間開講され
ました。天文学のさまざまな分野をカ
バーするために講師は日替わりで、順
番に筆者、観山正見、小林秀行、小久
保英一郎の各氏が担当しました。夏休
み期間中（しかも暑い沖縄！）にも関

わらずほぼ全員が授業に参加した
ことからも、生徒たちの宇宙に対
する興味と熱意が感じられました。 

　この実習を通して一番印象深かったこ
とは、天文学科のない琉球大学でも、天
文学に興味を持った学生がたくさんいる
ということです。実際、今回の参加者の
中にも、将来理学部で宇宙関連の研究を
やってみたい、という希望者が複数名い
ました。今回のような連携授業をきっか
けにさらに琉球大学との交流を進め、次
は卒業研究指導など研究面での連携も進
められればと考えています。そしていつ
の日か、琉球大学から天文学者が誕生す
ることを目指して、今後も国立天文台と
琉球大学の連携を深めていければと思っ
ています。

琉球大学連携授業「天体観測を通して学ぶ宇宙」
本間希樹（水沢 VLBI 観測所）
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図1　石垣島天文台のむりかぶし望遠鏡での天体観測
の様子。口径1mの望遠鏡を直接覗いて見る天体の迫
力にみな大興奮！

●石垣島観測実習1日目
　授業の後はこの授業のハイライト
である石垣島での観測実習です。8月
25日～28日の3泊4日の日程で学生
たちは石垣島に滞在し、石垣島天文
台およびVERA石垣島観測局で天体
観測について学びました。まずは初
日に筆者と石垣島天文台の花山秀和
氏が観測実習の内容について説明を
行いました。その後、30名の学生は2班
にわかれて実習に入りました。実習の最
初は、石垣島にある二つの観測所の見学
です。VERA石垣島観測局ではVERAの
直径20mの電波望遠鏡を、石垣島天文台
では口径1mむりかぶし望遠鏡を、それ
ぞれ見学しました。特に、むりかぶし望
遠鏡では金星や土星の観望会を行い、望
遠鏡を通してみる迫力満点の天体像を自
分の目で見て楽しみました（図1）。

●石垣島観測実習2日目
　2日目以降も2班に分かれて、光学観
測および電波観測の実習です。光学望遠
鏡関連の作業では、一般的にも使われ
ている口径8㎝の光の望遠鏡を組み立て、
望遠鏡の仕組みや観測の仕方についての
基礎を学びました。一方、電波関連では
手作り電波望遠鏡の作成に挑戦です。発
砲スチロールで角錐を作り、その内側に
料理用のアルミホイルを張り付けて、超
簡単な手作り電波望遠鏡が完成です（図
2）。これにアンプやスペクトラムアナ
ライザーをつなげると、見事に電波を受
信できます。まずは、もっとも身近な電
波の例として携帯電話の電波を手始めに、 
人間の体が出す電波や、さらには天の川
に大量に存在する中性水素ガスが出す
21cm線の検出にも成功しました（図3）。

●石垣島観測実習3日目、4日目
　さらに、3日目はVERAおよびむりかぶ
り望遠鏡で得られた観測データを実際に
解析し、最先端の望遠鏡のデータに実際
にふれてもらいました。VERAではメー
ザー源とそのスペクトルの解析に、また、
むりかぶし望遠鏡では木星のビデオ映像
からきれいな静止画を作成する画像処理
に、それぞれ挑戦しました。そして4日目
にはこれまでの作業および結果をもう一
度おさらいし、大学に戻ってからレポー
トを書くために必要な情報をまとめまし

図2　VERA石垣島観測局にて、完成した手作り電波望遠鏡
（中央の角錐ホーン）と記念撮影。この後、この電波望遠鏡で、
携帯電話や人間の体からでる電波、さらには天の川の中性水
素21cmを受信しました。

図3　VERA石垣島観測局で夜間に行った天の川の電
波観測の様子。銀河系の中心部（いて座の方向、アン
テナの左側に写っています）に角錐ホーンを向け、中
性水素が出す波長21cmの電波を受信しています。天
候にも恵まれ、電波だけでなく肉眼で見る天の川も堪
能することができ、二重に楽しみました。
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た。そして、参加生徒全員からの実習の
感想を発表してもらって4日間の実習を
終えました。感想の発表からは生徒たち
が今回の実習を楽しんだことがうかがえ、
充実した4日間にすることができたと感
じています。



　ハワイ観測所・光赤外研究部・天文
データセンターの共催で、恒例となった

「すばる春の学校」が開催されました。今
年は5月31日から6月2日までの3日間、
三鷹キャンパスすばる棟での開催でした。
今回はデータ解析講習の定員10人のと
ころ、31人もの応募があり、選抜の結果、
学部生8人、大学院生（修士課程1年相
当）2人の受講となりました。

「春の学校」では、光学赤外線望遠鏡の
データ処理の基本を勉強してもらうため
に、撮像データと分光データを処理す

る2グループに分かれて講習を受けても
らっています。今年は撮像は主焦点カメ
ラ（Suprime-Cam）、分光は高分散分光器

（HDS）のデータを扱いました。特にHDS
については、今回初めて「ロングスリット
モード」という観測方法で得られたデー
タの処理のテキストを用意し、講習を行
いました。HDSは広い波長域のスペクト
ルを検出器上に折りたたんで記録するこ
とができる特殊な分光器ですが、初心者
にとってはイメージしにくく、データ処
理の技術の習得にも少し時間がかかりま
す。そこで、より一般的な分光データと
なる「ロングスリットモード」、つまり広
い範囲に広がった天体に長いスリットを
あてて観測したデータ（スペクトルは検
出器上で折りたたまれていない）を扱っ
てもらいました。
　データ解析講習のほかには、撮像・分
光データの取得と処理についての基本的
な概念や手続きの講習、すばる望遠鏡に
よって得られた科学的成果の紹介などの

講義に加え、光赤外分野の研究スタイルや
大学院生活に関する懇談会も行いました。
　参加者からのレポートでは、自分の手
でデータ解析を行い、そこで生じた疑問
を一つ一つ講師に質問しながら作業を進
めることができたのがよかったとの感想
が多く見られました。また、データ解析
の基礎の講義をさらに充実してほしいと
の希望もよせられました。このあたりは、
参加者が普段おかれている環境に大きく
よるので、毎回参加者が決まってから最
適なプログラムになるように調整が必要
なところと思われます。
　また、多くの研究者や自分の大学以外
の学生と交流できたことに刺激を受けた
との感想も多く寄せられました。参加し
た学生たちの今後の活躍に期待します。
　すばる春の学校は、これから大学院で
研究生活をスタートしようという意欲あ
る学生を育てることを目標として開催し
ています。大学での教育との連携をはか
りながら今後も継続していく予定です。

すばる望遠鏡の教育プログラム「すばる春の学校2010」報告
青木和光（ハワイ観測所）

2 0 1 0  05 3 1 -06 0 2

お
し
ら
せ

No.02特集　国立天文台、教育活動の今

図1　太陽系外惑星についての講義風景。

すばる望遠鏡の教育プログラム

　国立天文台（総合研究大学院大学）では、
ハワイ観測所、光赤外研究部、天文データセ
ンターが中心となって、毎年「春の学校」「観
測体験企画」「秋（冬）の学校」の3つの教
育プログラムを用意しています。

★すばる望遠鏡「観測体験企画」
　天文学の研究者を志す、学部生や高専専攻
科生を対象に、実際にすばる望遠鏡による観
測を経験してもらうカリキュラムです。研究
テーマの設定、観測計画の立案、観測の実行、
取得したデータの解析、解析したデータを用
いた科学的議論と報告書作成まで、実際に研
究者が日々行っている（観測的）研究のサイ
クルを一通り体験することができます。「春
の学校」「秋（冬）の学校」と異なって、実

習としてハワイ島へ行き、すばる望遠鏡で実
際に観測を経験できる魅力的な企画です。
　昨年は12人が参加しました（くわしい報
告は、国立天文台ニュース2009年9月号参
照）。今年は、10月25日（月）～ 29日（金）
に実施され、12人が参加しました。

★すばる望遠鏡「秋（冬）の学校」
　今年の開催報告をご紹介した「春の学校」
が、おもに学部生を中心とする初学者を対象
とした基礎的なプログラムであるのに対して

「秋（冬）の学校」は、おもに大学院生（特
に修士課程）を対象とし「春の学校」より
も実践的な内容となってい
ます（大学院進学を予定し
ている学部4年生も対象）。
標準的なカリキャラムは、
講義形式のものとして、観
測とデータ処理の理論的背
景、誤差論、観測提案書や
論文の書き方 （科学英語含
む場合もあり）など。さら
に実習形式のものとして、
実戦的なデータ解析実習が
あり、秋の学校の全時間の
半分程度を占める重要なカ

リキュラムとなっています。
　昨年は15人が参加しました。今年は、12
月14日（火）～ 17日（金）に三鷹キャンパス
で実施の予定です。

図2　憧れのマウナケア山頂・すばるドームです。

図3　2009年度の「秋の学校」のようす。

参加するには？ 詳細は、http://www.naoj.org/Observing/DataReduction/schools.html をご覧ください。10



　国立天文台野辺山宇宙電波観測所では、
総研大「夏の体験学習」として理科系の大
学生を対象に電波天文観測実習を毎年実
施しています。この実習は、可視光での観
測に比べて大学生にあまり馴染みのない
電波天文学について知ってもらうととも
に、将来この分野の研究者として活躍す
る人材の発掘も目的としています。実習
では、研究の最前線で活躍する45m電波
望遠鏡を使って観測してもらい、研究者
が普段行っているのと同じように、デー
タリダクション、データ解析といった研
究の手順を体験してもらいます★01。
　実習の内容も年とともにだいぶ変わり
ました。最初の年となった1998年の実
習内容は、天体をどんどん替えてひたす
らポインティング観測を行うというもの
でした★02。もう少し研究に近いものが
できないかということで、気象条件の悪
い夏でも観測可能で、温度や光学的厚さ
などの分子ガスの物理状態を調べること
が可能なアンモニア分子の観測をやって
みようということになりました。この選
択は大正解で、本格的なデータ解析も経
験してもらえるようになりました★03。
そのままアンモニア観測が現在も続けら
れていますが、そろそろ新しい内容に挑
戦したいとも思っています。
　また、最初のころは最終日に発表会を

行っていたのですが、そうすると
解析に夢中になるあまり、最終日
まで徹夜になってフラフラの状態
で帰宅することになり、ちゃんと
家までたどり着けるか心配で、現
在は発表会を最終日前日にしてい
ます★04。
　さて、今年の観測実習ですが、今
年は8月2日から6日までの期間で

開催しました。参加者は書類選考で選ば
れた8名の大学生で（東北大学、東京理
科大学、東京工業大学2名、奈良女子大
学、甲南大学、京都大学、愛媛大学）、4
人ずつ2班に分かれて実習を行いました。
　2日間の観測時間のうち初日は天気が
悪く、実習期間中に観測データが取れる
か心配したのですが、幸い2日目には天
気も回復し、十分なデータを得ることが
できました。その後のデータ解析では、毎
日午前2時、3時くらいまで班内での議
論を行っていたようで、皆さんやや寝不
足気味でした。

　最終日前日に、所員も含めた成果報告
会が開かれ、その後にささやかな懇親会
を開きましたが、懇親会後も参加者の皆
さんは別れを惜しんで、また、実習中は
忙しくて見ている暇がなかった野辺山の
星空を見ようと、明け方まで観測所構内
を一緒に散歩していたようです（残念な
がら曇ってしまいましたが）。ほとんどの
参加者にとって電波天文学というのは馴
染みがなかったようですが、実際に電波
観測を行ってみて、その面白さを理解し
ていただけたようです。将来、電波天文
の道に進みたいと言ってくれた人もいま
した。
　この観測実習には、これまで1998年
から2010年までの12回（2004年はアン

テナ改修のため実施せず）の開催で、全
国の41大学から121名が参加していま
す。そのうち少なくとも19名が電波天文
関係の大学院へ進学しており（参考まで
に、今年も含めた参加者数上位の大学を
図4に載せました）、さらにその中から電
波天文の研究者になる人も出始めました
★05。我々としては、できるだけ多くの
学生に電波での観測を体験してもらう機
会を作り、これからのALMA時代を担う
若手の育成に45m鏡を役立てていきた
いと考えています。

電波天文観測実習
久野成夫（野辺山宇宙電波観測所）
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No.03特集　国立天文台、教育活動の今

図1　全員で集合写真。今年は45m鏡の主鏡面パネルの補修を
行っているため、穴が開いた珍しい状態の45m鏡が写っています。

★01
そもそもこの観測実習の始まりは、1998年、当時45m
鏡の運用マネージャーだった浮田さんが、電波天文を
知ってもらうために大学生を集めて45m鏡で実際に
観測させたら面白いのではないかと提案し、実現した
ものです。今では、いろいろな天文台で同様の観測実
習が行われていますが、この実習が始まった頃にはま
だそういったイベントはほとんどなく、当時としては
画期的な企画だったと思います。
★02
参加者は現在の倍の16名で、当時のスケジュール表を
見ると、観測、見学、講義がびっしりと組み込まれて
おり、ポインティング観測ということもあって、デー
タ解析にあまり時間を割いていませんでした。
★03
実習に参加できない人もアンモニア観測のデータ解析
を経験できるようにまとめたものが教育関係の論文と
しても出版されています（濤崎他 地学教育 第62巻p9 
2009年）。
★04
10年以上やっていると、いろいろなことがあるもの
で、実習当日、観測所に現れなかった人もこれまでに一
人だけいました。電話で連絡をとってみると、実家に
帰省していて通知を見ていなかったということで、慌
ててその日のうちに出発し2日目からなんとか参加す
ることができました。また、懇親会で盛り上がり、電
波関係者には馴染みが深い南米の酒ピスコを飲みすぎ
て、二日酔いで最終日の朝起きられず、体調が回復す
るまで帰れなかった人もいました。懇親会に出される
酒の量が減らされたのはその年以降です。スタッフが
もっともあせったのは、2006年のトラブルで、実習前
日の観測試験で計算機トラブルのためデータが取得で
きないことが判明したときです。前年のデータを使っ
て解析だけやってもらおうと、一同ほぼあきらめたの
ですが、観測開始予定時間の1時間前になんとかトラ
ブルを解決する方法を見つけることができ、無事に観
測をしてもらうことができました。
★05
最近では、この実習以外でも電波天文の研究室をもつ
大学のスタッフ（45m鏡の操作に慣れた）に、自分の
大学の学生を対象に45m鏡を使った観測実習を行っ
てもらうこともあります。

図2　いよいよ45m鏡を操作して観測を開始します。
観測テーブルは思った通りにできているか？ 緊張の
瞬間です。

図3　得られたデータをどう解釈するのか、熱い議論
が交わされます。観測自体よりもむしろこちらのほう
が参加者にとって充実した時間になっているようです。

図4　大学別の実習参加者数（41
大学中、上位17校のみ表示）。

11参加するには？ 通常は 8 月上旬に野辺山宇宙電波観測所で開催。大学の理科系学部（教育学部の理科系も含む）に属する学生（1 ～ 4 年生）対象。
通常は 7 月上旬に申し込み締め切り。詳細は、http://www.nro.nao.ac.jp/~nro45mrt/misc/45school.html をご覧下さい。



●三鷹以外で君天をやろうVer.3
「かなた望遠鏡」が使える！　わくわくし
て迎えた今回は、8月9日～ 12日、広島
大学宇宙科学センター東広島天文台で開
催しました。口径1.5mの最先端の望遠鏡
がある今までで最高の研究環境です。高
校生16名の研究は、広島大の院生や君天
経験者など17名がフォロー。広大の院生
にとって初の君天でしたが、さすが日頃
からかなた望遠鏡を使いこなしているだ
けあって、観測はもちろん、研究に対し
て真剣に且つ楽しそうに向き合う姿勢は
ちゃんと高校生に伝わったようです。事
後アンケートに「今までは自分の意見を
否定されるのが嫌で人と議論するのがこ
わかったが、君天でたくさんの人と考え
て話し合うことはとても楽しいとわかっ
た。」という意見がありました。
　さて研究テーマは「球状星団と散開星
団の質量分布の違い」「重力崩壊型超新星
の元素合成と膨張速度」「星雲の色と成分
の関係を比較する」「反射星雲と輝線星雲
の観測」と多岐にわたり、それらを専門
に研究しているスタッフはいませんでし
たが、様々な分野のスタッフがいたこと
で互いにカバーし合うことができました。
●君天が始まったわけ
　第1回目の1999年、当時は研究機関
が行う体験学習が増えていましたが、事
前に結果が予想できる内容でした。そこ

で君天では、高校生にやりたい研究テー
マを考えて決めてもらうという、主催者
にとってもハードルの高い企画に取り組
みました。スタッフ自らもどんな結果に
なるのか分からない中、共に真剣に悩み
考えることで研究の醍醐味を味わって欲
しい、というのが狙いだったからです。
●国立天文台の教育的役割とは
　学校では難しい最先端の自然科学に触
れる機会を子供たちに提供することはも
ちろん、天文学を利用した効果的な教育
手法の開発と研究をすることも国立天文
台の大事な役割ではないでしょうか。そ
れが天文学の普及にもつながるからです。
君天は10年間で156名が参加し、16名
がスタッフとして戻ってきました。把握
しているだけで参加者の20名が天文関
係に進学または関わっています。また、
2008年に開いた10周年討論会では、天
文には進まなかったが自分が何に興味が
あるのかがわかり、進路に影響があった
参加者もおり、天文以外の人にも役に
立っていることがわかってきました。院
生にとっても指導する能力を得るための
貴重な機会となり、大学教員や教育普及
の職に進んだスタッフも少なくありませ
ん。このように高い教育効果を持つ君天
のノウハウを全国に広めるため、2008
年度から科学研究費補助金の助成を受け
て天文台以外でも実施しています（詳細
は2009年6月号、12月号参照）。
●今後は
　第1期生は、把握している限りで3名が
天文の博士過程に進学し、今年2名が社
会人となりました。社会人となる参加者
やスタッフ経験者が増えていく今後、君
天の教育効果をはかるためにも、その後
に注目し続けていきたいと思います。ま

た、これまでの君天のノウハウを公開し、
各地で実施してもらうことで、多くの高
校生が知的好奇心を刺激される機会が増
えることを期待したいです。

「君が天文学者になる4日間in広島」と君天12年の歴史
室井恭子（天文情報センター）
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図1　かなた望遠鏡の前で記念撮影。

図2　観測室にて。さすがかなた望遠鏡！　淡い星雲
もばっちり。

図3　10周年同窓会。翌日の討論会では今後の君天について話し合いました。

修了生の声

君天の元参加者でもありスタッフ経験者でもある 4
人の皆さんにコメントを寄せていただきました。

★藤原英明さん（国立天文台ハワイ観測所）
／第 1 期修了生
私にとっての君天は、天文学者への漠然とした憧れ
が決意になった瞬間でしょう。自ら問題を設定し、
ホンモノのデータを使いながら見えないゴールに
向かって右往左往。こんなに面白いことはありませ
んでした。興奮のあまりに、「将来すばるに行きま
すのでよろしくお願いします」と、TV の向こう ( ハ
ワイ観測所 ) にいた林左絵子先生に向かって宣言し
てしまったのも、良い思い出です。そして今、憧れ
のハワイにいます。左絵子さんは私の上司です。

★内海洋輔さん（総合研究大学院大学 天文科
学専攻 博士 2 年）／第 2 期修了生
君天では、彗星ダストの放出量推定に取り組みま
した。広がった天体の測光についての解説がなく、
どこまで積分範囲をとればいいのか、そもそも一次
処理できちんとフラットさが保証されるのか等が
疑問に残りました。こうした疑問を解決したくて、
大学院では装置開発に取り組むことを決めました。

★植田準子さん（東京大学大学院 天文学専攻 
修士 2 年）／第 4 期修了生
君天の魅力は？と聞かれたとき、真っ先に私は「人」
と答えます。今の私があるのは、君天でスタッフの
皆さんと出会えたからです。当時目標が無かった私
に天文学を専攻したいと思うきっかけを与えてく
れたのも、博士課程への進学を迷っている時に背中
を押してくれたのもスタッフの皆さんでした。何か
に夢中になる楽しさや発見する喜びを、私がスタッ
フの皆さんから教えてもらったように、私も参加
者の皆さんに伝えたいと思いながら、君天のスタッ
フを務めています。

★太田祥宏さん（東京大学大学院 地球惑星科
学専攻 修士 1 年）／第 6 期修了生
元々天文少年だった訳ではない私が君天に参加し
て一番印象的だったのは「天文学」と「研究」とい
うものに実感を持てたことです。観測をして、得ら
れたデータを解析するという一連の流れ、先行研究
や観測天体を探すのに英語の論文や英語のウェブ
サイトと格闘したこと、高校生ながら「ああ、研
究はこうやって進めて行くのか」と思いましたし、
スタッフになってからはそれをどうやって伝えて
行こうか、と考えながらやっていました。君天は研
究はどんなものだろう？と思う人にとってそれを
実感できる非常にいい場だったと思います。
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　毎年恒例の「美ら星研究体験隊（以下
“美ら研”）」が、国立天文台水沢VLBI観
測所と沖縄県立石垣青少年の家・八重山
地区県立高等学校長連絡協議会・NPO八
重山星の会の共催により、8月11日から
13日にVERA石垣島局で開催されまし
た。美ら研では、地元の高校生を対象に、
国立天文台で行っている天文学の観測的
研究を実際に体験してもらうことを目的
として、VERA石垣島局の20m電波望遠
鏡を用いた新しい水メーザー天体の探査
を行っています。今年は、石垣島の八重
山高校生8名と沖縄本島の開邦高校生4
名が参加をしました（図1）が、そのう
ち半数の6名は昨年からのリピーターで
した。昨年は新メーザー天体の検出がで
きなかったので、1年越しの再挑戦とな
ります。
　石垣青少年の家での開校式、VERAに
関する講義から始まり、観測局の見学の
後は交代で24時間体制の観測、という
過密スケジュールも毎年恒例です。特に、
今年はペルセウス座流星群の極大に重な
り、観測の合間は外で星を見続けていた
ため、さすがに若い高校生でも寝不足
だったようです（図2）。一方、肝心の観
測の方は今年はどの班も順調で、初日か
らメーザー天体の兆候を検出して「新発
見か？」という緊張感が高まっていまし
た。2日目以降はあやしい天体の再観測
と解析、過去の文献検索などにより、新

メーザー天体候補を絞り込む作
業を行いましたが、美ら研終了時
までには確証を得るには至りま
せんでした。その後慎重にチェッ
クを重ね、「1天体は過去に報告例
のない新メーザー天体」と結論し
たのは、観測から10日後の8月
22日でした。9月になると高校
は新学期で忙しく、しかも8月末には台
風が接近したりして慌しかったのですが、
なんとか9月1日にはVERA石垣局で美
ら研の成果について記者発表を行うこと
ができました（図3）。
　美ら研は、2005年夏から開催される
ようになり、今年で5回目を数えます

（2006年は中止）。VERAを運用する国
立天文台水沢VLBI観測所は、観測局の
ある地元の方々に天文学や星への関心を
高めてもらおうという目的で様々な普及
活動を行っています。美ら研も「地域密
着」という水沢VLBI観測局の特徴を生か
したイベントの一環として定着してきま
した。過去5回の開催で、沖縄県内の八
重山高校、八重山農林高校、八重山商工
高校、開邦高校の生徒がのべ64名参加
しています。参加者に聞いてみると、自
分たちの地元で世界最先端の研究が行わ
れていることの意義を理解するとともに、
石垣島の美しい星空の大切さを実感して
もらう貴重な機会となっているようです。
　研究の成果としては、これまでに、
2005年と2008年には新しいメーザー
天体を検出し、どちらもその結果を日本
天文学会のジュニアセッションで発表
しています。今年は美ら研では3例目の
新メーザー天体の検出となり、やはり

2011年3月の天文学会での発表を計画
しています。VERAでは他の観測局でも
美ら研同様の高校生による体験企画が行
われており、実際に、石垣と水沢の高校生
は2005年の天文学会ジュニアセッショ
ンで交流の機会がありました。将来的に
は、VERAアンテナを用いた特徴ある教
育・研究・交流の場に広げていきたいと
考えています。
　昨年の国立天文台ニュースで、私は「美
ら研によるメーザー探査では、第1回と
第3回で新天体の検出に成功し、第2回
と第4回は未検出でした。来年の第5回
はぜひ期待下さい！」と書いていました
が、その根拠のない予想が見事的中しま
した。来年以降は、新メーザー天体の検
出自体は当たり前のようになり、そこか
らさらに一歩踏み込んだ研究にまで発展
できることを期待しています。

3 例目の新メーザー天体検出！ 2010 年の石垣島「美ら星研究体験隊」
廣田朋也（水沢 VLBI 観測所）
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No.05特集　国立天文台、教育活動の今

図1　アンテナの前で、天文台スタッフと参加者全員の記念撮影。
参加者は男子1名、女子11名！ 昨年の天文台ニュースの写真に載っ
ている生徒もいます。

図2　観測中の様子。明け方になるとほぼ全員がダウ
ンしてしまい、下の写真に写っていない生徒は床の上
に直に転がって寝ていました。

図3　地元紙ではトップに掲載されました。新メーザー天体は銀河系中心方向の赤外線源にあります。沖縄県内
の新聞4誌、テレビ局3局に取り上げてもらえました。NHKでは全国のニュース（朝4時）でも放送されたそう
です。

参加者の声

●自分たちで大きな機械を操作したり、大きな仕事
を任されたりして、思ってもみなかった体験がたく
さんできて本当よかったです。
●それっぽいのがあったとき、急に楽しくなった

（＝天体からの電波の兆候が見えた時が一番印象に
残った、という参加者は他にも何名かいました）。
●流れ星を見られたことと、徹夜で解析をしたこ
とが印象に残った。（＝寝られなかったこと、とい
う感想もやはり多くありましたが、「それでも楽し
かった」というのがほとんどの参加者の感想のよう
です）。

13参加するには？ 通常は、毎年 6 月から 7 月ごろに VERA 石垣島局で開催。参加高校の担当の先生を通して参加者を募集。



　2002年より始まり、今年が第9回と
なった夏休みジュニア天文教室が、7月
22日（木）～ 23日（金）の2日間、国
立天文台三鷹の大セミナー室をメイン会
場に開催され、2日間を通じて548名の
参加者がありました。
　夏休みジュニア天文教室（以下ジュニ
天）は、青少年の「理科離れ」といった
深刻な問題に対する対応策の一環として、
最先端機関における子どもたちへの科学
への動機付け事業を展開することを目的
に、2002年より始まりました。最初の
年は8月26日～ 30日の5日間、コスモ
ス会館を会場として開催し、300名ほ
どの来場者を迎えました。しかし、夏休
み最後の1週間。寄せられる質問の中に
は、宿題の答え合わせや、今からできる
自由研究についての相談が多くありまし
た。さすがにこれではいけないと、2年
目以降、自由研究の相談にも対応できる
よう、開催時期を早めることにしました。
以降、ジュニ天は、夏休み早々の7月末
か8月上旬に開催されることとなったの
です。また、1日で様々な企画が体験で
きるようにスケジュールを工夫し、短期
間で濃い内容のイベントに変わっていき
ました。

　ジュニ天は、研究者が天文に関する質
問に答える「天文相談室」と、研究者に
よるミニレクチャーや観察、工作などを
行う「天文体験教室」の2本立てとなって
います。天文相談室のスタイルは当初も
今も変わることなく続いていますが、天
文体験教室は、試行錯誤を繰り返してそ

のスタイルを変えてきました。当初は工
作をテーマとして取り扱うことが多かっ
たのですが、「国立天文台でなくてはでき
ないもの」を行おうと、2006年から天
文台の研究者によるミニレクチャーが始
まりました。以後、ミニレクチャーは人
気の企画で、会場は満席の賑わいでした。
しかし、このジュニ天の人気が高まると
ともに、会場のコスモス会館会議室がど
んどん手狭になっていき、ついに2009
年より会場を大セミナー室に移すことと
なりました。

　ジュニ天の規模を大きくして、より多
くの参加者を迎えたいところですが、会
場のキャパシティーと、来場者の体調へ
の配慮を考えると（猛暑の中での開催な
ので、熱中症にならないように配慮が必
要。来場者が多すぎると部屋に入れない
人がいたり、炎天下での順番待ちが長く
なってしまう）、今回の参加者数は、ほぼ
適正数だったと思われます。なお、来場
者の内訳を見ると、4割近くが市内から
の来場者でした。また、今年は中学生や
高校生のグループでの参加が例年より多
くありました。
　今回、天文体験教室では、毎日3回の
ミニレクチャーを中心に、昼間の観望会、
太陽黒点のスケッチ体験、星座早見盤の
工作、MITAKA操作体験を開催しました。
また、図書室にもご協力いただき、小中学
生向けの天文関連の書籍の閲覧コーナー
を設けて好評でした。ミニレクチャーで
は夏休みの自由研究のテーマとして注目
されるペルセウス座流星群についての内
容を2日とも入れました。天文相談室に

寄せられた質問は83件あり、夏休みの
自由研究の相談や、天文・宇宙について
の素朴な疑問から専門的な内容が寄せら
れました。またミニレクチャー終了後は、
ペルセウス座流星群についてなど、内容
に関連した質問も多く寄せられました。
　次回（来年）、ジュニ天は10回目の節
目を迎えます。夏の定例行事としてすっ
かり定着したジュニ天ですが、来年も魅
力のある企画になるよう、頑張りたいと
思います。

夏休みジュニア天文教室の9年間
石川直美（天文情報センター）

2 0 1 0  07 2 2 - 2 3
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7 月 30 日
11:00 ～ 11:30 「オーストラリア星空紀行～はやぶさの話」 渡部潤一（天文情報センター）
13:00 ～ 13:30 「天文台の望遠鏡－すばる望遠鏡から 30m 望遠鏡へ－」 大島紀夫（天文情報センター／ TMT プロジェクト室）
15:00 ～ 15:30 「夏休みにペルセウス座流星群を観察しよう！」 佐藤幹哉（天文情報センター）

7 月 31 日
11:00 ～ 11:30 「夏休みにペルセウス座流星群を観察しよう！」 佐藤幹哉（天文情報センター）
13:00 ～ 13:30 「いちばん近い星、太陽の素顔」 勝川行雄（ひので科学プロジェクト室）
15:00 ～ 15:30 「アタカマ砂漠で ALMA 電波望遠鏡は何を見ようとしているの？」 立原研悟（ALMA 推進室）

表1　今年のミニレクチャー。ご協力いただいたみなさま、ありがとうございました。

2002年 300名

8/26 ～ 30（5日間）

2003年 757名
8/4 ～ 8（5日間）／ 4D2U公開（2日間）
・4D2Uに多くの来場者。
2004年 334名

7/26 ～ 30（5日間）／ 4D2U公開（2日間）

2005年 343名
8/1 ～ 5（5日間）／ 4D2U公開（1日）
・4D2Uの公開を1日に減らしても、入場者にさほ
ど変動なし。
2006年 707名
8/1 ～ 4（4日間）／ 4D2U公開（1日）
・ミニレクチャー開始。
・三鷹市内の小中学生に1人1枚届くようにチラシ
を配布したら、参加者数急増。
・コスモス会館会議室が手狭に。
2007年 670名

7/31 ～ 8/3（4日間）／ 4D2U公開（1日）

2008年 671名
7/29 ～ 31（3日間）
・人気だった4D2Uの公開をやめても来場者数が減
らず。
・コスモス会館が手狭に。会場変更を決断。
2009年 575名
7/30 ～ 31（2日間）
・大セミナー室に会場変更。
・会場は広くなったものの、時間帯によっては席が
足りなくなることも。
2010年 548名

7/22 ～ 23（2日間）

表2　ジュニ天の9年間を振り返って。

図1　太陽観察：太陽黒点は……小さいけどありまし
た！ 猛暑の中、お疲れ様でした。

図2　質問コーナー：自由研究の相談から専門的なも
のまで、様々な質問が寄せられました。

図3　ミニレク：質疑応答含めて30分くらいの予定
でしたが、研究者の熱～い話は尽きることなく……。



　国立天文台は平成19年度に文部科学
省科学技術振興調整費＜種別：地域再生
人材創出拠点の形成プログラム＞への提
案が採択され、地元の三鷹市と連携し
て「宇宙映像利用による科学文化形成ユ
ニット」（代表：観山正見台長）を実施し
ています。現在、本事業を担当する「科
学文化形成ユニット」は、天文情報セン
ターのサブプロジェクトとして、平成19
年度～ 23年度の5年間の期限付きプロ
ジェクトと位置づけられています。
　本事業は、国立天文台が所有する4次
元デジタル宇宙映像やすばる望遠鏡の画
像等の研究資源を、次世代映像として活
用できる人材の養成を主目的としてい
ます。国立天文台の研究成果でもある
4D2Uの技術が付加価値の高い映像制作
と結びつき、三鷹市が国際的な3次元映
像コンテンツ発信地域として活性化する
ことを目指しています。さらに、科学映
像のみならず天文学をはじめ
とする科学文化全般が、市民
生活の質の向上に貢献するこ
とをも目指しています。
　人材創出事業として、具体
的には「科学映像クリエータ」
養成コース、「科学プロデュー
サ」養成コースの2つのコー
スを実施しています。養成
コースの詳細は科学文化形成
ユニットのウェブhttp://prc.nao.ac.jp/
ashub/　をご覧下さい。
●科学映像クリエータコース
　科学映像クリエータは、イメージコー
スとサイエンスコースの2つのコースに
分かれており、イメージコースでは、「基
礎講座」と「修了制作」の科目が必修で、

1年弱の養成期間中に科学映像作品を一
人一作仕上げることが修了の条件になっ
ています。活躍中の現役CGクリエータ
やCG映像を学ぼうという大学院生など
未来の才能を対象に、科学データの扱い
方を覚えてもらい、日本お得意のコンテ
ンツ産業に切り込もうというコースです。
一方、サイエンスコースは、理論天文学・
シミュレーション分野で研究する大学院
生を対象に、数値計算と研究成果を映像
化する技法を実習するコースで、「基礎講
座」のほか、「重力多体計算講座」と「可
視化講座」が必修になります。
●科学プロデューサコース
　科学プロデューサ養成は、科学文化の
プロデューサまたはコーディネータのよ
うな職種を目指す人材養成で、6か月の
養成期間中に「科学プロデュース入門講
座」と「SOHO起業講座」を受講し、修了
後に科学プロデューサとして起業可能な
ビジネスプランを作成することが修了の
条件となっています。クリエータ修了生
と協力して科学映像作品を世に送り出す
ことはもちろんですが、科学プロデュー
サには映像以外の科学コミュニケーショ
ン活動においても活躍することが期待さ
れています。例えば、地域のコミュニ
ティー・ビジネスとして科学教育・普及
の仕事を創業したり、Web等のIT産業、
科学ライター、広報担当官への就職等も
想定して人材養成を行っています。

　科学文化形成ユニットは、国内の他の
科学コミュニケータ養成事業と異なり、
修了生の活躍の場の創出にも力を注いで
います。三鷹市やNPO法人三鷹ネット
ワーク大学推進機構等の関係諸団体等と
も協力して「国際科学映像祭実行委員会」

「東京国際科学フェスティバル実行委員

会」（いずれも代表：有馬朗人）を提案・
組織化し、事務局を科学文化形成ユニッ
トが担当しています。この2つのお祭り
の詳細は別の号にて紹介します。
　平成23年度末で期限付きのサブプロ
ジェクトとしては当ユニットは終了しま
すが、本事業が日本の科学コミュニケー
ション活動の最前線を走る国立天文台の
アウトリーチ活動および地域貢献活動の
一角として、さらにはポスト4D2Uプロ
ジェクトの一部として平成24年以降も
継続して実施できますよう、ぜひ、皆様
のご支援・ご理解のほどよろしくお願い
いたします。

科学を文化として伝えられる人を養成したい！～科学文化形成ユニットの活動～

縣 秀彦（天文情報センター・科学文化形成ユニット）
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図2　クリエータとプロデューサの活躍の例。

図1　科学文化形成ユニットのミッション。

図3　プロデューサ授業の参加者で記念撮影。講師は
NHKの室山哲也さん（後列右から2人目）。

修了生の声

●科学映像クリエータは第1期12名、第2期6
名を修了させ、現在第3期8名を指導中です。科
学映像クリエータ修了生は、日本科学未来館を
はじめとする全国のプラネタリウム館に作品
を提供するなど成功を収めている者も複数お
り、今後の国際的活躍が期待されています。ま
た、国立天文台に就職している修了生も2名い
ます。

★広橋 勝さん（科学映像クリエータ・イメー
ジコース）／第 1 期修了
私はこのコースで、4D2U の構築に関わられた講
師の方々から、科学映像制作についての幅広い知識
とテクニックを直接指導いただきました。この経験
を生かし、現在フリーランスとして、プラネタリウ
ム館向けのデジタルコンテンツを制作・配給してい
ます。

●平成22年9月現在、科学プロデューサ養成は
第6期まで修了し計52名の修了生を輩出してい
ます。実施中の第7期も8名の方が受講中で個
性豊かなプロデューサが育ちつつあります。科
学プロデューサ修了生52名のうち、国立天文
台での雇用職員が4名、三鷹市関係で2名いま
す。三鷹市内で新たな活動を開始した者も多
く、修了生のうちほぼ半数が修了後に就職・起
業・新規事業創生のいずれかを成功させていま
す。受講生には大学院生も3割程度含まれてい
て、ポスドク問題の解消（就職先の創出）にも
一役買っているのです。

★三澤純子さん（科学プロデューサコース）
／第 3 期修了
コースを受けて、宇宙への理解が深まり、表現の可
能性も広がりました。現在は、宇宙や科学に関連
するコンテンツや展示物の開発に挑戦しています。
パワフルな講師陣・スタッフ陣のご指導のもと、課
題を乗り越える力を養っていただきました。

15参加するには？ 詳細は、http://prc.nao.ac.jp/ashub/index.html をご覧下さい。



　2010年10月７日、第五期第1回、通
算 13 回目の「職員みんなの天文レク
チャー」が開催されました。講師は光赤
外研究部の相馬充助教、タイトルは「7世
紀：日本天文学の始まり」です。これまで
のレクチャーでは最先端技術による天文
ついての講演が多かったのですが、今回
は趣向を変えて天文学史について語って
いただきました。講演は、天の岩戸伝説
から始まり、歴史家と天文学者との意見
対立の話へと移行、日本書紀に残る天文
現象とその真偽についての相馬助教によ
る考察はたいへん興味深く、レクチャー
は大盛況のうちに終わりました★01。
　このレクチャーは、4人の短時間契約
職員が世話人となり、台長の名のもとに
2008年10月より開催しています。
　開催の原動力は、世話人の「職員みんな
が楽しく働ける職場であって欲しい」と
いう思いです。たとえば事務職員の立場

からすると、無味乾燥な書類の山を延々
と処理し続けるより、自分が知っている
あの人によるあの研究を進めるための書
類だと知って処理した方が楽しいですし、
研究内容について知っていればその事務
作業が必要な理由がわかるので作業を進
めやすいと思います。同様に、事務職、
研究職、技術職など、職種を超えた職員
同士の交流があれば、お互いの立場を理
解しあうことで、より円滑に仕事を進め
ることができるはずです。日頃からそう
いった思いを漠然と抱いていた4人が出
会い、国立天文台で働くすべての職員が、
国立天文台で現在行われている研究や働
く人々を広く知り、より楽しく、より円
滑に仕事を進められるようにと、職員み
んなの天文レクチャーを計画しました。
　せっかく開催するのであれば少しでも
多くの職員に参加していただきたいので、
開催にあたり観山台長に3つのことをお
願いしました。

　話を聞いた台長はすべてを快諾、さら
に世話人をする上での重要な助言をくだ
さいました。それは「いい企画であって
も、続けるのは大変なこと。長く続ける
ためには無理をしないこと」というもの
でした★02。
　慣れない世話人の仕事では失敗も多く、

あちこちでご迷惑をおかけしていますが、
たくさんの職員が助けてくださり、「無理
をしない」範囲でなんとかここまで開催
を続けてくることができました。そして
レクチャーを続けるにつれ、レクチャー
に参加すること自体が、開催の原動力に
なっていることがわかってきました。そ
れは、レクチャーに参加すると、自分の
働いている国立天文台は、こんなに魅力
的な研究者たちが、こんなに熱い研究を
行っている素晴らしい研究機関なのだ
と実感でき、その嬉しさからまたレク
チャーを開催したくなるからです。
　今後も、世話人が良いと思ってやって
いても「人それぞれだから、そう思わな
い人もいるかもしれない」という台長か
らいただいた言葉を肝に銘じつつ、職員
みんなで楽しめるレクチャーとなるよう
に、世話人一同「無理せず」楽しく努力
していきたいと思います。

「職員みんなの天文レクチャー」ますます大盛況！
野口さゆみ（天文情報センター）
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開催日時 講師 題名
2008 年
後期（第
一期）

第1回 2008年10月9日 観山正見台長 現代天文学の大テーマ
第2回 2008年11月19日 渡部潤一（天文情報センター長） 酔星の天文楽
第3回 2008年12月9日 富阪幸冶（CfCA・理論研究部教授） シミュレーション天文学－計算するってどういうこと？

2009 年
前期（第
二期）

第1回 2009年5月14日 観山正見台長 宇宙研究のおもしろさ
第2回 2009年6月19日 櫻井 隆（副台長・太陽観測所教授） 太陽の変化は地球に何か影響を与えるの？
第3回 2009年7月13日 有本信雄（光赤外研究部教授） すばる望遠鏡の見た宇宙－地球温暖化と惑星移住－

2009 年
度 後 期

（第三期）

第1回 2009年10月14日 奥村幸子（ALMA推進室准教授） アルマ望遠鏡と私－アルマ望遠鏡ってどのくらいすごい？－
第2回 2009年11月17日 川村静児（重力波プロジェクト推進室准教授） アインシュタインの奏でる宇宙からのメロディ：重力波
第3回 2009年12月15日 近田義広（ALMA推進室教授） 山椒は小粒でぴりりと辛い－のはなぜか～科学とは、なんだろう？～

2010 年
度 前 期

（第四期）

第1回 2010年5月19日 家 正則（TMTプロジェクト室長） ボケに利く天文学
第2回 2010年6月11日 小久保英一郎（CfCA・理論研究部准教授） 宇宙の中の地球－美しい太陽系の私
第3回 2010年7月15日 郷田直輝（JASMINE検討室長） ナノ・ジャスミンって何なの？～超小型衛星から始める天の川の謎解き～

2010 年
度 後 期

（第五期）

第1回 2010年10月7日 相馬 充（光赤外研究部助教） 7世紀：日本天文学の始まり
第2回 2010年11月16日 大須賀 健（CfCA・理論研究部助教） 光り輝く暗黒天体、ブラックホール
第3回 2010年12月10日 宮崎 聡（先端技術センター准教授） ★お楽しみに★

表1　「職員みんなの天文レクチャー」実施リスト

図2　記念すべき第1回！　立ち見も加わって講義室
は一杯です。

1. 世話人自身を含めて、家庭を持つ職員が
終業後にレクチャーに参加するのは難しい
ため、業務時間内に開催したい。

2. 席を離れることが難しい事務職員でも気
兼ねなく参加できるように、レクチャーを業
務の一環と位置づけて欲しい。

3. 全職員が対象なので、台長の名で開催し
て欲しい。 ●この場を借りて、このレクチャーを「職員みん

なの天文レクチャー」として成り立たせてくだ
さっている観山台長、講演者、参加される職員、
開催に関わる職員のみなさまの暖かいご支援と
励ましに、世話人一同感謝申し上げます。
★世話人（あいうえお順）
泉塩子（理論研究部事務支援員）・岩下由美（天
文シミュレーションプロジェクト研究支援員）・
野口さゆみ（天文情報センター事務支援員）・藤
田登起子（天文情報センター広報普及員）

16 参加するには？ 国立天文台の職員が対象です。開催情報は随時、台内告知にてお知らせします。
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　三鷹キャンパス内にある三鷹市星と森
と絵本の家は、大正4年建築の旧官舎を
再築した昔懐かしい建物と緑豊かな庭を
使って、子どもたちの将来の科学への興
味の土台となる知的好奇心や感受性を育
む活動を行っています。星や地球の自然、
人の暮らしなどの約2000冊の絵本、国
立天文台の協力による企画展をはじめ、

自然観察やものづくり体験、七夕やお月
見の会などに幅広い世代が交流するユ
ニークな文化施設です。

お
し
ら
せ

No.09

参加者＆講演者の声

●天文台で働きながらもなんとなくよそ者のような
気がしていましたが、このレクチャーに参加して自
分も天文台の職員になれた気がしました。（事務職
員）
●仕事で目にしていたせいか、聞き覚えのある言葉
の意味がわかってよかったです。紙相手の仕事に奥
行きがでてきました。毎回、帰って夫にメモを見な
がら講義するのが楽しみです。（事務職員）
●昼休みの懇談会で講演直後に参加者の声を聞ける
のが良かったです。参加者が自分の講演のどこを難
しく感じるのか、どんなことに興味をもつのかがわ
かり、意外な発見がありました。今後の講演に役立
てます。（講演者）
●専門外の研究については素人と変わらないので、
自らの研究に新しい視野を開くいい機会になりま
す。（研究職員）
●天文台に勤めていながら、なかなか身近に星、天
文を感じることがなく、寂しい気持ちがありまし
た。何回か受講させて頂き、図書室でやさしい本を
借りて読むようになりました。（事務職員）
●夢とロマンを持って、研究していることがよくわ
かり感激しました。（事務職員）

図3　昼休みは講演者を囲んでの懇談タイムに。

★01
レクチャー終了後の昼休みには毎回講演者を囲んでの
懇談タイムを設けています。ここでは講演者がレク
チャー時には話されないような、ごく個人的な意見や
裏話を話してくださることが多く、参加者も些細な疑
問について気軽に話題にすることができます。今回も
様々な立場の職員がそれぞれの立場から興味深い発言
をされ、講演者、参加者ともに「目から鱗の異なった
視点」に驚き、楽しんでいました。
★02
短時間契約職員である世話人4人にとって、台長から
の「無理をしない」という助言を守るのは、それなりに 
大変なことです。レクチャーを始めた当初には、乗り
越えなくてはいけない問題が次々と露わになりました。
まず、業務の一環である研修として開催するため、す
べての職員が参加できるようにTV会議システムを使
用してブランチから参加できるようにする必要があり
ました。これは、世話人にとっては手に余ることと思
われましたが、三鷹をはじめとした各ブランチの事務
職員に全面的に協力していただき、実現しています。
また、天文台に多く勤務する短時間契約職員には曜日
によって勤務のない人もおり、毎回同じ曜日の開催で
はずっと参加できない人がでてしまいます。勤務時間
も人によって異なります。さらにハワイの時差を考え
ると月曜や午後には開催できません。こういった事情
を考えると、多くの人が勤務中と思われる昼休み前11
時～ 12時に、曜日を毎回ばらして開催する必要があ
ります。こういった条件と併せて、忙しい講演者のス
ケジュールと会議室の空きを照らし合わせて日程を決
めるのはそれなりに大変なことです。世話人どうしの
打ち合わせや準備は自らの本来の業務に支障がない業
務時間外に行えるとしても、他部署への連絡や講演者
との打ち合わせなどは、プロジェクト長や同僚からの
理解を得ながら業務時間内に準備をさせていただいて
います。

三鷹市星と森と絵本の家
宇山陽子（館長）
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左：大人も楽しめる絵本の部屋。中央：月をテーマにお話会。右：観山台長のお話会。

　国立天文台は、研究機関であり、全国
大学の共同利用機関でもありますが、教
育にも携わっています。基本的には、大
学院教育が主です。総合研究大学院大学
や様々な大学から大学院生を受け入れて、
国立天文台の観測装置等を用いて、特色
ある大学院教育を続けています。以前よ
りは増えたといっても、まだまだ、天文
学や宇宙物理学を学べる大学や大学院が
少ないことから、国立天文台がこの分野
で大学院教育に参加することは重要と考
えています。また、国立天文台の先生が、
大学に乗り込んでいって、天文学の最新
成果を学生に伝えることも重要な仕事と
考えています。
  大学院の学生だけでなく、大学、高校、
中学校、小学校にも出かけ、天文のおも
しろさ、科学のわくわく感を伝える努力
をしています。最近、私は同じ日に、中
学校と小学校でお話をする機会がありま
した。小学生に話をするときが、集中力
を持続できるかと一番緊張しました。話
し終えた後、純粋ないくつかの質問を受
け、少しは通じたかと安心しました。天
文の領域は、幸い皆さんに興味を持って
いただくことが多く、打てば響く感じで、

とてもやりがいがあります。以前から続
けている高校生のための「君が天文学者
になる４日間」では、天文学をめざす大学
生や大学院生がその卒業者にいます。そ
れだけが目的ではありませんが、嬉しい
ことです。
　社会人や年をめした方々にも天文学の
おもしろさや発見をお話しする機会を
様々に用意しています。また、国立天文
台ではたらく事務職員や技術職員に対し
ても、今どの様なことが研究のテーマで
あって、宇宙はどこまでわかったのかを
伝える機会もあります。一緒に働く仲間
として天文学のおもしろさを、共有した
いと考えています。
　この特集で国立天文台の教育に関する
取り組みの一端を知ってもらえればと思
います。

台
長
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ジ国立天文台の教育活動のこれから

観山正見（台長）
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★開館時間：午前10時～午後5時（入館4時
30分）／休館日：火曜日、年末年始（他に
メンテナンス休館あり）／徒歩、自転車また
は公共交通機関をご利用ください ／電話：
0422-39-3401 



　初めてすばる望遠鏡を制御室から動か
したとき、初めてすばる望遠鏡に星を入
れたファーストライト、たくさんのすば
る観測装置から初めて天体のイメージが
出てきたとき、時と場所は移り、ALMA
のいざよい（ACA）アンテナを制御室か
ら初めて動かしたとき、いざよいに試験
検出器を積んで臨んだファーストライト、
4台のアンテナを初めて同期させて動か
したとき……、ソフトウェア開発に関わ
りながら、これまでたくさんの「初めて」
に立ち会ってきました。数々の「初めて」
の中でも特に印象深かったのは、望遠鏡
が「動く」瞬間、つまり、自分にとって
巨大な置物に過ぎなかった望遠鏡やアン
テナが、ある日突然、操り人形へと進化
したことでした（図1）。
　我が子の成長と望遠鏡の立ち上げが時
期的にも重なっていたからなのか、言う
ことを聞かない自分の子どもに手を焼き
つつ、指示した通り従順に正確に動いて
くれる望遠鏡に愛着すら覚えたものです。
図2は、いざよいに光学望遠鏡を取り付
けて、木星に向けてシャッターを開放し、
その10秒程度の間にアンテナを正確に
駆動して描き出した文字です。中央の楕
円がちょうど木星サイズ。滑らかな曲線

さえも美しく描き出す連続駆動精度の高
さ、しかも、文字と文字の間に軌跡が残
らないほど一瞬で駆け抜ける加速の鋭さ、
これがいざよいの実力です。機器の限界
性能はハードウェアによって決まります
が、実際の運用においてその限界を引き
出すこと、更に、他の機器と有機的に結
合して、システムとして働かせるのはソ
フトウェアです。ひとつひとつの機器を
縦糸だとすると、ソフトウェアはそれを
システムという織物に仕上げる横糸なの
です。
　アンテナ制御をはじめとし、観測制御、
データ解析、更に観測所運用まで含んだ
ALMAのソフトウェアシステムは、日米
欧（NAOJ、NRAO、ESO）各組織を中
心に、世界中で分散開発されてきました。
システム全体を15程度の機能に分割し、
その機能毎に数人～十人程度のグループ
を割り当て、グループ毎に地理的にまと
まって開発をおこなうのです。そのため、
開発拠点が海外の場合、日本から数年単
位の長期出張をして開発に携わった人た
ちもいます。現在、開発拠点はチリも含
め全世界で10か所以上、4大陸にわたっ
ています。このような分散開発環境下で、
進捗を互いに確認し方針を決定するため

に、定期的に電話会議がおこなわれるの
ですが、これが結構つらい。できるだけ
多くの人にとって便利な時間帯を選ぶと、
結局日本では夜中になってしまう。電話
から流れる様々な訛りの英語が、何度子
守歌に聞こえたことか。わたしがまだ
リーダーになる前の話ですが、電話会議
開始直後から終了まで、小一時間ずーっ
と日本人参加者のいびきが聞こえていた
という逸話も残っています。
　ALMA-Jコンピューティングチームは
現在総勢14名。アンテナや相関器の制
御、並びに、それらソフトウェアの組み
上げ・試験をおこなっている渡辺さん、
松居さん、芦田川さん、中村（京）さん、
ALMA標準データ解析ソフトCASA、及
び、解析パイプラインの開発に携わって
いる中里さん、杉本さん、川崎さん、観測
準備ソフトウェアを開発してきた谷田貝
さん、ALMAから生み出される年200TB
もの膨大なデータのアーカイブ・検索機
能を開発している森田さん、パンタさん、
チェンさん、10月1日に新たに加わった
中村（光）さん、川上さんなど、優秀な
人材に恵まれています。また、チームの
一員として、富士通部隊が相関器制御ソ
フトウェアの開発をおこなってきました。
このALMA-Jコンピューティングチーム
を立ち上げ、黎明期の指揮をとってきた
森田氏、立松氏。両氏の意志とチームを引
き継ぎながら、現在、ALMAを支えるチー
ムから天文台全体を支えるコンピュー
ティングチームへの発展を模索していま
す。プロジェクトという天文台の縦糸を
結びつける横糸としての役割が、ここで
も期待されます。

小杉城治
ALMA 推進室

コンピューティングチームBienvenido a ALMA!
踊る「いざよい」05
アルマ望遠鏡

コンピューティングの

視点では、電波と光赤

外、たとえ分野は違っ

ても、制御・解析・アー

カイブ、やっているこ

とは同じです。

図 1　いざよい（Atacama Compact Array）アンテナのラインダンス（山麓施設にて多重露出）。

図 2　いざよいを駆動しながら、搭載した光学望遠鏡
で長時間積分した木星（山麓施設にて撮影）。
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集後記編
大学の後期の授業が始まりました。二百もの真剣な瞳を見ているとこちらも力が入ります。惑星のおもしろさをうまく伝えられるといいのですが。（e）

宙博（ソラハク）に行ってきました。台風の中、驚くほど多くの来場者にお越しいただきました。上野でも企画展が開催中ですし、宇宙人気が盛り上がってい
く予感がします！（S）

宙博はものすごいお客さんの数でした。三鷹の特別公開にいらしていた方の中にも 2 週連続で宙博にいらしていた方も結構いたようです。潜在的な宇宙への関
心の高さを実感しました。1 日中解説をしたら喉がガラガラです。（K）

秋後半から冬にかけては、学会が別々に講演会をこぢんまりと行うシーズンです。学会が連合すると、境界領域で研究交流できるという利点はあります。しかし、
聞きたいセッションのバッティングも多く、移動で疲れます。そうなると、こぢんまりとした講演会がいいなとも思いますね。（J）

先日久しぶりにマウナケアに行ってきました。サドルロードの整備はハワイらしからぬハイペースで進んでおり、魔の○○カーブとか△△カーブとか往年の名
所（＝事故多発地点）がなくなりつつあります。車の運転は快適になったものの、一抹の寂しさも感じてしまいました。（κ）

編集長歴すでに 5 年になろうとして、やっとこのニュースにも自信作が…。今月号もそのひとつ、国立天文台の多面的活躍を凝縮しました。（W）

次
号
予
告

11 月号の研究ト
ピックスは「野辺山

45m 電波望遠鏡が捉え
たガスどうしの衝突によ
る星団の形成」をお送り

します。お楽しみに！
※前号の予告は変更となり

ました。
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立原研悟（たちはら けんご）

所属：ALMA推進室　助教

出身地：東京都

8月 1日付けで、ALMA推進室助教に着任し、10月からチリ、サンチャゴの合同 ALMA
観測所に国際スタッフとして赴任しました。Commissioning scientistとして、ALMAの建
設と科学的テスト観測を担当します。星形成を観測的に研究してきました。三鷹でお会
いできる機会は少なくなりますが、よろしくお願いいたします。

町田正博（まちだ まさひろ）

所属：理論研究部　助教

出身地：長野県

9月 1日付けで、理論研究部の助教に採用されました、町田正博と申します。専門は、星・
惑星形成で、主に数値シミュレーションを用いて研究を行っています。三鷹キャンパス
には、学生のときに所属していましたが、昨年 6年ぶりに戻ってきました。また、天文
台内のいろいろな方々と議論しながら研究を進めていきたいと考えています。今後とも
よろしくお願い致します。

小林考行（こばやし ひでゆき）

所属：野辺山宇宙電波観測所会計係長

出身地：長野県

8月 1日付で、信州大学より野辺山観測所に配属となりました。趣味はスポーツ観戦、
特にラグビーが好みです。パスする、走る、蹴る、スクラムを組む、仲間とコミュニケー
ションをとりながら状況に応じた判断を的確に行う。時には後退しながらも、しかしゴー
ルを目指して「前え！」。相手を止めるには身を挺したタックルしかなく、その激しさ
ゆえ試合終了と同時に敵味方なくお互いを讃え合う no side の精神が魅力です。このよ
うな気持ちで仕事に取り組んで行きたいと考えています。数学の言葉で書かれていると
いう「宇宙」を通して自らの成り立ちを明らかにしたい。微力ではありますが、その研
究教育活動のサポートをさせていただきたいと思っています。よろしくお願い致します。

ニュースタッフew StaffN

大久保和彦（おおくぼ かずひこ）

所属：事務部施設課総務係

出身地：三重県

8月 1日付けで、国立天文台事務部施設課総務係に新規採用されました、大久保和彦と
申します。社会人になりたてということもあり、まだまだ未熟でご迷惑をかけることも
多々あると思いますが、すこしでも早くこの天文台のお役に立てるよう、日々努力して
いきたいと思っております。趣味は音楽（主にクラシック）で、楽器を吹くのも聴くの
もどちらも好きです。また自然も好きなので、三鷹はとてもいい場所です。これから、
ご指導のほどよろしくお願いします。

Dr. Thijs de Graauw, Director, Joint ALMA Observatory, Dr. Tim de Zeeuw, Director-General, European Southern Observatory
Dr. Fred K. Y. Lo, Director, National Radio Astronomy Observatory, Ms. Paulina Bocaz, Executive Officer, Joint ALMA Observatory
（6月 22日・ALMA所長会議のための訪問）

uest to NAOJG

●訂正とお詫び　No.206（9月号）の編集後記で、誤って、eさん、Jさん、Wさんの文章が8月号と同文となっていました。
また、9ページで小笠原さんのお名まえが間違っていました。正しくは小笠原隆亮さんです。訂正してお詫びいたします。（係）



コロナの温度は
100 万度？

太陽コロナの温度は 100 万度
と言われるが、実際には、様々な
温度のプラズマが常に同居している。
100 万度程度のそれなりに温かいところ、
200 万度を超えるような本当に熱いところ、さ
らに、巨大な太陽フレアが発生したときには 1000
万度以上の超高温プラズマが観測される。極端紫外線域
の太陽スペクトルはそのような多温度性を持ったコロナの
温度や運動を調べる上で必要不可欠なもの
である。

ぷ
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ず
む

ぷ
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む
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・天体名 /太陽

・観測装置 /「ひので」極端紫外線撮像分光装置（EIS）

・波長データ /極端紫外線

太陽コロナのスペクトル
●勝川行雄（ひので科学プロジェクト）

07
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図1　「ひので」EISによって観測された太陽コロナの極端紫外線スペ
クトルの一部。鉄イオンが放射する輝線が多数存在していることが分
かる。例えば、「Fe X」は電子が9個はぎとられた鉄イオン、「Fe XIII」
は電子が12個はぎとられた鉄イオンを示している。価数の異なるイオ
ンの輝線強度比からコロナの温度を求めることができる。さらに、輝
線の波長位置を詳しく調べることで、ドップラー効果によってコロナ
の運動速度を求めることもできる。

●国立天文台の大学院教育／サマーステューデント・プログラムの実施／台内セミナーの
活性化～台内セミナー情報の一括配信サービス・スタート！～／ふれあい天文学～小・中学
生向けの出前授業～
●琉球大学連携授業「天体観測を通して学ぶ宇宙」●すばる望遠鏡の教育プログラム「すば
る春の学校2010」報告●電波天文観測実習●「君が天文学者になる4日間in広島」と君天12
年の歴史●3例目の新メーザー天体検出！ 2010年の石垣島「美ら星研究体験隊」●夏休み
ジュニア天文教室の9年間●科学を文化として伝えられる人を養成したい！～科学文化形成
ユニットの活動～●「職員みんなの天文レクチャー」ますます大盛況！●三鷹市星と森と絵本
の家●国立天文台の教育活動のこれから

図2　極端紫外線の鉄イオ
ン輝線で作った太陽コロナ
の単色画像。各鉄イオンが
存在できる代表的な温度を
示してある。

　太陽の周囲に広がるコロナを地上から見るには、

太陽の円盤が完全に隠される皆既日食の時を待たな

いといけない。可視光線では太陽の表面があまりに

も明るく、希薄なコロナから来る弱い光を観測する

ことが難しいためである。太陽コロナを詳しく調べ

るには、可視光線よりもっと波長の短い紫外線や

エックス線で観測するのがよい。高温のコロナは波

長が短い光をたくさん放射するためである。しかし、

波長が短い紫外線やエックス線は地球大気を通って

くることができない。人工衛星によって宇宙から観

測する必要がある。

「ひので」に搭載された極端紫外線撮像分光装置

（EUV Imaging Spectrometer, EIS）は、太陽コロナ

が出すスペクトルを分光観測する装置である。極端

紫外線とは、紫外線の中でも波長の短い波長域のこ

とで、その波長域には100万度を超える高温プラズ

マが放射するスペクトル線が多数存在している。一

番多いのが鉄イオンが放射する輝線である。鉄は

原子番号26、つまり電子を26個もつことができる

元素である。高温なコロナの中では、電子がはがれ

て鉄イオンとして存在し、温度が高くなるほど、は

ぎとられる電子の数が多くなる。どの鉄イオンが輝

線を放射しているかを調べることで、コロナの温度

を知ることができる。


